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１

．

一

般

科

文

系 
 

  

『
大
鏡
』
で
は
、
道
長
に
至
る
藤
原
北
家
嫡
流
の
人
物
に
共
通
し
て
「
た
ま
し
ひ
」
あ
る
豪
胆
な
逸
話
が
、
対
し
て
藤
原
良
房
・
仲
平
・
実
頼
・
伊
尹
・
道
隆
の
一
族
は
、
学
芸
色
豊

か
な
逸
話
が
描
か
れ
て
い
る
。
旧
稿
［
注
１
］

で
は
「『
古
今
』
に
も
あ
ま
た
侍
め
る
は
」〈
良
房
伝
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
良
房
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、「
和
歌
の
道
に
も
傑
れ
お
は
し
ま

し
て
、
後
撰
に
も
あ
ま
た
入
り
た
ま
へ
り
」〈
実
頼
伝
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
実
頼
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
本
稿
で
は
「
和
歌
の
か
た
や
す
こ
し
を
く
れ
た
ま
へ
り
け
ん
」〈
伊
尹
伝
〉

と
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
行
成
に
注
目
し
、
同
じ
三
蹟
の
一
人
と
し
て
有
名
な
藤
原
佐
理
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
描
写
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。（
た
だ
し
、
今
回
は
紙
面
の
関
係
上
、

藤
原
行
成
に
つ
い
て
掲
載
し
、
藤
原
佐
理
に
つ
い
て
は
次
稿
で
論
じ
る
も
の
と
す
る
。） 

       
 

キ
ー
ワ
ー
ド :  

中
古
文
学
、
歴
史
物
語
、
藤
原
行
成 

  

一 
 

藤
原
行
成 

藤
原
行
成
は
、
天
禄
三(

九
七
二)

年
、
父
右
近
衛
少
将
義
孝
と
母
源
保
光
女
の
子
と
し

て
誕
生
。
父
義
孝
は
一
条
摂
政
伊
尹
と
恵
子
女
王(

代
明
親
王
女
、
醍
醐
天
皇
の
孫
に
あ
た

る)

と
の
子
で
あ
る
。
義
孝
は
、
兄
弟
に
挙
賢
・
義
懐
、
姉
に
懐
子
が
お
り
、
懐
子
は
冷
泉

天
皇
の
女
御
で
東
宮
師
貞
親
王(

後
の
花
山
天
皇)

の
母
で
あ
っ
た
為
、
今
を
時
め
く
華
や

か
な
一
族
で
あ
っ
た
。
行
成
の
母
で
あ
る
源
保
光
女
の
父
保
光
も
恵
子
女
王
と
同
じ
代
明

親
王
の
子
で
あ
る
。
行
成
の
外
祖
父
に
あ
た
る
保
光
は
、
紀
伝
道
出
身
の
学
者
に
ふ
さ
わ

し
い
式
部
大
輔
の
経
験
が
あ
り
、
蔵
人
頭
も
経
験
し
て
い
る
。
こ
の
学
識
あ
る
一
族
の
も

と
で
行
成
は
教
養
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

天
延
二(

九
七
四)

年
行
成
が
三
歳
の
時
、
父
義
孝
が
二
十
一
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
た
め
、
祖
父
で
あ
る
伊
尹
の
養
子
と
な
り
、
天
元
五(

九
八
二)

年
二
月
二
十
五
日
、

十
一
歳
で
元
服
す
る
。
永
祚
元(

九
八
九)

年
源
泰
清
女
と
結
婚
。
長
徳
元(

九
九
五)

年
二

十
四
歳
で
蔵
人
頭
に
任
官
し
、
長
徳
二(

九
九
六)

年
権
左
中
弁
、
長
徳
三(

九
九
七)

年
右

大
弁
を
経
て
、
長
保
三(

一
〇
〇
一)

年
に
三
十
歳
で
参
議
と
な
る
。
能
書
家
と
し
て
も
名

を
馳
せ
、
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
と
と
も
に
三
蹟
と
称
さ
れ
た
。
後
、
行
成
の
書
は
「
権

蹟
」
と
言
わ
れ
、
代
々
世
尊
寺
流
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寛
仁
二 

(

一
〇

一
八)

年
、
行
成
は
道
長
六
男
長
家
を
婿
に
迎
え
、
翌
年
大
宰
権
帥
を
兼
任
。
更
に
寛
仁
四

(

一
〇
二
〇)

年
、
権
大
納
言
に
昇
進
す
る
。
行
成
の
日
記
『
権
記
』
に
は
、
政
務
に
追
わ

れ
て
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
行
成
の
姿
が
伺
え
る
。
後
、
万
寿
四(

一
〇
二
七)

年

十
二
月
四
日
、
五
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。 

  

二 
 

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
行
成 

『
大
鏡
』
に
お
い
て
行
成
は
数
多
く
の
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
蔵
人
頭

に
任
官
す
る
話
・
和
歌
が
不
得
手
な
話
・
天
皇
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
独
楽
や
扇
を
贈
る
話
・

高
陽
院
で
の
秀
句
の
話
等
で
あ
る
が
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
逸
話
を
他
の
史
料
・
作
品
と

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

①
こ
の
侍
従
大
納
言
殿
こ
そ
、
備
後
介
と
て
ま
だ
地
下
に
お
は
せ
し
時
、
蔵
人
頭
に
な

り
た
ま
へ
る
、
例
い
と
珍
ら
し
き
事
よ
な
。
そ
の
こ
ろ
は
、
源
民
部
卿
殿
は
職
事
に
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［
注
２
］ 

て
お
は
し
ま
す
に
、
上
達
部
に
な
り
た
ま
ふ
べ
け
れ
ば
、
一
条
院
、
『
こ
の
次
に
は
、

ま
た
誰
か
な
る
べ
き
』
と
問
は
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、『
行
成
な
む
、
ま
か
り
な
る
べ
き

人
に
さ
ぶ
ら
ふ
』
と
奏
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
を
、『
地
下
の
者
は
い
か
が
あ
る
べ
か
ら

む
』
と
の
た
ま
は
せ
け
れ
ば
、『
い
と
や
む
ご
と
な
き
も
の
に
さ
ぶ
ら
ふ
。
～
中
略
～
』

と
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
道
理
の
事
と
は
言
ひ
な
が
ら
、
な
り
た
ま
ひ
に
し
ぞ
か

し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
伊
尹
伝
〉 

 

『
大
鏡
』
に
は
、
行
成
は
地
下
人
だ
っ
た
が
源
俊
賢
の
推
挙
に
よ
っ
て
一
躍
蔵
人
頭
と

な
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
行
成
は
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
備
後
権
介
と

な
る
以
前
に
昇
殿
を
し
て
い
る
。 

寛
和
三
年
正
月
七
日 

従
五
位
上
。 

永
延
元
年
九
月 

昇
殿
。 

永
祚
二
年
正
月
二
十
九
日 

備
後
権
介
。 

正
暦
二
年
正
月
七
日 

正
五
位
下
。 

正
暦
四
年
正
月
九
日 

従
四
位
下
。 

―
昇
殿
。 

長
徳
元
年
八
月
二
十
九
日 

蔵
人
頭
。 

行
成
の
日
記
『
権
記
』
に
も
、
正
暦
四
年
正
月
十
五
日
の
条
に 

十
五
日
、
甲
辰
、
自
宇
治
到
三
条
、
自
先
頭
辨
許
被
示
送
被
聴
還
昇
之
由 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
蔵
人
頭
源
扶
義
の
も
と
か
ら
還
昇
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、『
大

鏡
』
の
「
備
後
介
と
て
ま
だ
地
下
に
お
は
せ
し
時
」
は
矛
盾
し
て
い
る
。
何
故
、『
大
鏡
』

作
者
は
昇
殿
を
許
さ
れ
て
い
た
行
成
を
地
下
人
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

確
か
に
、
行
成
が
蔵
人
頭
に
任
官
す
る
に
当
た
っ
て
強
力
な
後
見
人
と
な
る
べ
き
人
物

が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
蔵
人
頭
に
任
官
す
る
ま
で
の
行
成
に
つ
い
て
見

て
み
る
。 

         

 

行
成
は
蔵
人
頭
に
任
官
す
る
ま
で
に
、
両
親
・
祖
父
・
国
母
で
あ
っ
た
伯
母
を
亡
く
し
、

唯
一
生
存
し
て
い
る
叔
父
も
出
家
す
る
。
そ
の
た
め
一
見
不
遇
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
実
は

着
実
に
位
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

そ
こ
で
、「
一
条
殿
の
御
族
は
、
い
か
な
る
事
に
か
、
御
命
短
く
ぞ
お
は
し
ま
す
め
る
」 

〈
伊
尹
伝
〉
と
あ
る
部
分
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
伊
尹
一
族
が
短
命
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
伊
尹
は
四
十
九
歳
・
挙
賢
は
二
十
二
歳
・

義
孝
は
二
十
一
歳
・
義
懐
は
五
十
二
歳
・
懐
子
は
三
十
一
歳
・
行
成
は
五
十
六
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
早
世
し
た
の
は
挙
賢
・
義
孝
・
懐
子
で
あ
り
、
伊
尹
一
族
が
短
命
で
あ
る

と
は
言
い
難
い
。 

「
短
命
一
族
」
と
い
う
の
は
同
時
に
繁
栄
し
な
い
一
族
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中

に
地
下
人
と
し
て
行
成
を
お
き
不
遇
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
、
更
に
地
下
人
か
ら
蔵
人

頭
へ
と
極
端
に
昇
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
成
が
幸
運
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

②
こ
の
大
納
言
殿
、
よ
ろ
づ
に
整
ひ
た
ま
へ
る
に
、
和
歌
の
方
や
少
し
後
れ
た
ま
へ
り

け
む
。
殿
上
に
歌
論
議
と
い
ふ
事
出
で
来
て
、
そ
の
道
の
人
々
、『
い
か
が
問
答
す
べ

き
』
な
ど
、
歌
の
学
問
よ
り
ほ
か
の
事
と
も
無
き
に
、
こ
の
大
納
言
殿
は
、
物
も
の

た
ま
は
ざ
り
け
れ
ば
、『
い
か
な
る
事
ぞ
』
と
て
、
な
に
が
し
の
殿
の
、「『
難
波
津
に

咲
く
や
こ
の
花
冬
籠
も
り
』、
い
か
に
」
と
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
と
ば
か
り

物
も
の
た
ま
は
で
、
い
み
じ
う
お
ぼ
し
案
ず
る
さ
ま
に
も
て
な
し
て
、
『
え
知
ら
ず
』

と
答
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
る
に
、
人
人
笑
ひ
て
、
事
醒
め
侍
り
に
け
り
。〈
伊
尹
伝
〉 

 

天
禄
三 

天
延
二 

 
 

三 
 

永
観
二 

寛
和
二 

年
次 

九
七
二 

九
七
四 

九
七
五 

 

九
八
四 

九
八
六 

西
暦 

 

一 
 

三 
 

四 
 

一
三 

一
五 

年
齢 

一
一
月
、
祖
父
…
伊
尹
没 

九
月
、
父
…
義
孝
没 

四
月
、
伯
母
…
冷
泉
女
御
懐
子 

（
花
山
母
）
没 

 

六
月
、
叔
父
…
義
懐
出
家 

事
項 

    

従
五
位
下 

位
階 

寛
和
三 

正
暦
二 

 
 

四 

長
徳
元 

九
八
七 

九
九
一 

九
九
三 

九
九
五 

一
六 

二
〇 

二
二 

二
四 

   

正
月
、
母
…
保
光
女
没 

五
月
、
外
祖
父
…
保
光
没 

八
月
二
九
日
、
行
成
蔵
人
頭
に
補
せ 

ら
る 

従
五
位
上 

正
五
位
下 

従
四
位
下 
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ら
す
か
な]

 

〈『
権
記
』 

長
保
二
年
十
二
月
十
九
日
条
〉 

 

ら
す
か
な
］ 

『
大
鏡
』〈
伊
尹
伝
〉
に
は
、
行
成
が
和
歌
に
関
し
て
は
劣
っ
て
お
り
、「『
難
波
津
に
咲

く
や
こ
の
花
、
冬
ご
も
り
』
は
ど
う
で
す
か
」
と
聞
か
れ
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
返
答
し

た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。 

「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
、
冬
ご
も
り
」
は
、『
古
今
集
』〈
仮
名
序
〉
に
あ
る
、 

そ
へ
う
た
、
お
ほ
さ
ざ
き
の
み
か
ど
を
そ
へ
た
て
ま
つ
れ
る
う
た
、 

な
に
は
づ
に
さ
く
や
こ
の
花
ふ
ゆ
ご
も
り
い
ま
は
は
る
べ
と
さ
く
や
こ
の
は
な 

と
い
へ
る
な
る
べ
し
。 

を
典
拠
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
じ
く
〈
仮
名
序
〉
に 

な
に
は
づ
の
う
た
は
み
か
ど
の
お
ほ
む
は
じ
め
な
り 

お
ほ
さ
ざ
き
の
み
か
ど
の
な
に
は
づ 

に
て
み
こ
と
き
こ
え
け
る
時
、
東
宮
を
た
が
ひ
に
ゆ
づ
り
て
く
ら
ゐ
に
つ
き
た
ま
は
で
三
と
せ
に
な
り
に 

け
れ
ば
、
王
仁
と
い
ふ
人
の
い
ぶ
か
り
思
ひ
て
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
う
た
な
り
、

～
中
略
～ 

こ
の
ふ
た
う
た
は
う
た
の
ち
ち
は
は
の
や
う
に
て
ぞ
手
な
ら
ふ
人
の
は
じ
め
に
も 

し
け
る 

と
あ
り
、
手
習
い
の
始
め
に
用
い
ら
れ
た
和
歌
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
能
筆
家
で
あ
っ
た
行
成
は
数
多
く
の
書
写
を
依
頼
さ
れ
、
『
御
堂
関
白
記
』
〈
寛

仁
二
年
十
月
二
十
二
日
条>

に
は
上
東
門
第
行
幸
に
際
し
て
彰
子
よ
り
行
成
筆
『
古
今
集
』

二
帙
が
送
ら
れ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。 

次
大
后
御
送
物
、
箏
御
琴
・
侍
従
中
納
言
書
古
今
和
哥
二
帙 

〈『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
十
月
二
十
二
日
条
〉 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
貴
族
の
常
識
と
も
言
う
べ
き
『
古
今
集
』
を
、
中
で
も
ご
く
初
歩

的
な
「
難
波
津
」
の
歌
を
行
成
が
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、『
大
鏡
』
の

こ
の
逸
話
は
虚
構
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

た
だ
、
行
成
は
和
歌
等
の
風
流
事
を
好
ま
な
か
っ
た
様
で
、『
枕
草
子
』〈
四
七
段
〉 
に

は
、
行
成
は
「
い
み
じ
う
見
え
聞
え
て
、
を
か
し
き
筋
な
ど
立
て
た
る
事
は
な
う
、
た
だ

あ
り
な
る
や
う
な
る
を
」
と
格
別
風
流
を
気
ど
ら
な
い
人
物
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
行
成

に
対
し
て
若
い
女
房
達
は
「
こ
の
君
こ
そ
う
た
て
見
え
に
く
け
れ
。
こ
と
人
の
や
う
に
歌

う
た
ひ
興
じ
な
ど
も
せ
ず
、
け
す
さ
ま
じ
な
ど
そ
し
る
。」
と
非
難
し
て
い
る
。
同
〈
一
二

七
段>

に
は
、
行
成
自
身
も
「
ま
ろ
な
ど
に
、
さ
る
事
言
は
む(

＝
歌
を
詠
む)

人
、
か
へ
り

て
無
心
な
ら
む
か
し
」
と
断
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
『
撰
集
抄
』〈
巻
八
第

一
八
〉
に
は
「
さ
く
ら
が
り
雨
は
ふ
り
来
ぬ
お
な
じ
く
は
濡
る
と
も
花
の
陰
に
く
ら
さ
ん
」

と
雨
に
濡
れ
な
が
ら
詠
ん
だ
藤
原
実
方
を
、
人
々
は
興
あ
る
こ
と
と
思
っ
た
が
、
行
成
は

「
歌
は
お
も
し
ろ
し
。
実
方
は
痴
な
り
」
と
言
っ
た
逸
話
が
あ
る
。 

で
は
、
和
歌
を
好
ま
な
か
っ
た
行
成
は
実
際
に
歌
才
が
劣
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
行

成
の
詠
歌
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

大
納
言
行
成 

お
く
れ
じ
と
つ
ね
の
み
ゆ
き
は
い
そ
ぎ
し
を
け
ぶ
り
に
そ
は
ぬ
た
び
の
か
な
し
さ 

〈『
後
拾
遺
集
』 

第
十 

哀
傷 

五
四
二
〉 

行
成
の
和
歌
は
、
こ
の
『
後
拾
遺
集
』〈
五
四
二
〉
を
始
め
と
し
て
、『
新
勅
撰
集
』〈
五

八
二>

・『
続
古
今
集
』〈
二
五
六
、
一
四
〇
四
〉・『
玉
葉
集
」〈
一
〇
三
九
、
二
六
四
五
〉
・

『
風
雅
集
』〈
二
〇
五
一
〉・『
新
千
載
集
』〈
二
二
〇
五
〉・『
新
拾
遺
集
』〈
七
一
四
〉
に
収

め
ら
れ
て
お
り
、
勅
撰
集
に
全
九
首
入
集
し
て
い
る
。 

こ
れ
以
外
に
も
、 

逢
坂
は
人
越
え
や
す
き
関
な
れ
ば
鳥
鳴
か
ぬ
に
も
あ
け
て
待
つ
と
か 

〈『
枕
草
子
』 

一
三
〇
段 

一
九
〉 

去
年
の
今
日
今
宵
の
月
を
見
し
を
り
に
か
か
ら
む
も
の
と
思
ひ
か
け
き
や 

〈『
栄
花
物
語
』 

巻
第
十 

ひ
か
げ
の
か
づ
ら 

八
七
〉 

め
づ
ら
し
き
今
日
の
ま
と
ゐ
は
君
が
た
め
千
代
に
八
千
代
に
た
だ
か
く
し
こ
そ 

〈『
栄
花
物
語
』 

巻
第
二
十 

御
賀 

二
四
六
〉 

壬
戌
、
早
朝
差
苔
雄
丸
、
送
書
状
於
少
将
許
、
其
詞□

[

云
カ]

、 

世
中
乎

如
何
為
猿
と

思
管
起
臥
程
尓

明
昏
須

假
名
ム

、
～
後
略
～ 

 
 

[

＝
世
の
中
を
い
か
に
せ
ま
し
と
思
ひ
つ
つ
起
臥
す
ほ
ど
に
あ
け
く  

 

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

行
成
は
、
一
条
朝
を
代
表
す
る
賢
臣
と
し
て
源
俊
賢
・
藤
原
斉
信
・
藤
原
公
任
ら
と
共

に
四
納
言
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
四
人
其
々
の
勅
撰
集
入
集
歌
数
を
見
る
と
、
当
代
随
一
の

文
化
人
で
あ
る
公
任
は
『
拾
遺
集
』
以
下
、
百
首
も
の
和
歌
が
入
集
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
斉
信
の
和
歌
は
『
栄
花
物
語
』
に
六
首
見
ら
れ
る
も
の
の
、
勅
撰
集
入
集
歌
数
は
『
後

拾
遺
集
』
以
下
全
六
首
［
注
３
］

で
あ
り
行
成
の
九
首
を
下
回
っ
て
い
る
。
俊
賢
の
和
歌
に
至

っ
て
は
『
栄
花
物
語
』
に
三
首
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
勅
撰
集
に
は
一
例
も
入
集
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
北
村
章
氏
［
注
４
］

は
、 

行
成
の
歌
会
出
席
は
、
『
権
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
小
右
記
』
に
よ
る
と
、
長
保
年

間
に
十
二
回
、
寛
弘
年
間
に
十
三
回
、
長
和
年
間
に
九
回
、
寛
仁
・
治
安
年
間
に
各

一
回
見
ら
れ
る
。 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
数
多
く
の
歌
会
に
出
席
し
て
い
る
行
成
の
姿
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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以
上
、
行
成
詠
歌
は
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
格
別
に
不
得
手
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

行
成
に
関
し
て
は
、
前
に
挙
げ
た
『
枕
草
子
』『
撰
集
抄
』
の
他
に
『
江
談
抄
』
や
『
古
事

談
』
等
の
作
品
に
多
く
の
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
和
歌
の
話
は
『
大
鏡
』
の

み
に
し
か
見
出
せ
な
い
。
歌
道
に
暗
い
行
成
を
強
調
す
る
た
め
に
『
大
鏡
』
作
者
は
『
古

今
集
』
の
「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
」
の
話
を
作
り
あ
げ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

③
少
し
到
ら
ぬ
事
に
も
、
御
魂
の
深
く
お
は
し
て
、
ら
う
ら
う
じ
う
し
な
し
た
ま
ひ
け 

る
御
根
性
に
て
、
帝
幼
く
お
は
し
ま
し
て
、
人
々
に
、『
遊
び
物
ど
も
参
ら
せ
よ
』
と 

仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
黄
金
・
銀
な
ど
心
を
尽
く
し
て
、『
い
か
な
る
事
を
が 

な
』
と
、
風
流
を
し
出
で
て
持
て
参
り
合
ひ
た
る
に
、
こ
の
殿
は
、
こ
ま
つ
ぶ
り
に 

村
濃
の
緒
付
け
て
献
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
～
中
略
～
い
み
じ
う
興
ぜ
さ
せ
た
ま
ひ 

て
、
こ
れ
を
の
み
常
に
御
覧
じ
遊
ば
せ
た
ま
へ
ば
、
異
物
ど
も
は
籠
め
ら
れ
に
け
り
。 

ま
た
、
殿
上
人
、
扇
ど
も
し
て
参
ら
す
る
に
、
こ
と
人
々
は
、
骨
に
蒔
絵
を
し
、
或 

る
は
金
・
銀
・
沈
・
紫
檀
の
骨
に
な
む
、
筋
を
入
れ
、
彫
物
を
し
、
え
も
言
は
ぬ
紙 

ど
も
に
、
人
の
な
べ
て
知
ら
ぬ
歌
や
詩
や
、
ま
た
六
十
余
国
の
歌
枕
に
名
挙
が
り
た 

る
所
々
な
ど
を
書
き
つ
つ
、
人
々
参
ら
す
る
に
、
例
の
、
こ
の
殿
は
、
骨
の
漆
ば
か 

り
を
か
し
げ
に
塗
り
て
、
黄
な
る
唐
紙
の
、
下
絵
仄
か
に
を
か
し
き
ほ
ど
な
る
に
、 

表
の
方
に
は
、
楽
府
を
、
う
る
は
し
く
真
に
書
き
、
裏
に
は
、
御
筆
と
ど
め
て
草
に 

め
で
た
く
書
き
て
献
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
打
ち
返
し
打
ち
返
し
御
覧
じ
て
、
御
手 

箱
に
入
れ
さ
せ
た
ま
う
て
、
い
み
じ
き
御
宝
と
お
ぼ
し
め
し
た
り
け
れ
ば
、
他
扇
ど 

も
は
、
た
だ
御
覧
じ
興
ず
る
ば
か
り
に
て
止
み
に
け
り
。
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
、
帝 

王
の
御
感
侍
る
に
増
す
事
や
は
あ
る
べ
き
よ
な
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

〈
伊
尹
伝
〉 

 
 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
一
条
天
皇
の
玩
具
に
贅
を
尽
く
し
た
も
の
を
作
る
人
々
に
対
し
て
、
行
成
は
独
楽
と

斑
濃
の
紐
を
、
又
、「
楽
府
」
の
句
を
表
は
楷
書
で
、
裏
は
草
書
で
書
い
た
扇
を
献
上
す
る
。

そ
れ
を
天
皇
は
大
変
面
白
く
思
い
、
宝
物
に
す
る
と
い
う
逸
話
を
『
大
鏡
』
は
載
せ
て
い

る
。
こ
こ
に
行
成
の
「
少
し
到
ら
ぬ
事
に
も
、
御
魂
の
深
く
お
は
し
て
、
ら
う
ら
う
じ
う

し
な
し
た
ま
ひ
け
る
御
根
性
に
て
」
〈
伊
尹
伝
〉
と
い
う
様
子
が
伺
え
る
。 

独
楽
の
話
は
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
扇
の
話
は
『
十
訓
抄
』〈
巻
十
・
六
十
八

段
〉
と
『
古
今
著
聞
集
』〈
巻
第
七
・
能
書
第
八
〉
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
十
訓
抄
』〈
巻

十
・
六
十
八
段
〉
に
は 

行
成
道
風
が
跡
を
継
ぎ
て
、
め
で
た
き
能
書
な
り
け
り
。
い
ま
だ
殿
上
人
の
こ
ろ
、

殿
上
に
て
扇
合
と
い
ふ
こ
と
あ
り
け
る
に
、
人
々
珠
玉
を
飾
り
、
金
銀
を
磨
き
て
、

「
わ
れ
劣
ら
じ
と
い
と
な
み
あ
へ
り
け
り
。
か
の
卿
は
、
黒
く
塗
り
た
る
細
骨
の
た

け
高
き
に
、
黄
な
る
紙
貼
り
て
、
楽
府
の
要
文
を
、
真
草
う
ち
ま
ぜ
て
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
書
き
て
出
さ
れ
た
り
け
る
を
、
召
し
て
御
覧
じ
て
、「
こ
れ
こ
そ
、
い
づ
れ
に
も

す
ぐ
れ
た
れ
」
と
て
、
御
文
机
に
置
か
れ
け
る
。 

と
あ
り
、『
古
今
著
聞
集
』〈
巻
第
七
・
能
書
第
八
〉
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。『
十
訓
抄
』『
古

今
著
聞
集
』
で
は
扇
合
で
あ
り
、「
真
草
に
打
ち
ま
ぜ
て
」
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
大

鏡
』
で
は
天
皇
へ
の
献
上
品
と
な
っ
て
お
り
、
行
成
が
献
上
し
た
扇
に
表
は
楷
書
で
、
裏

は
草
書
で
書
か
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。 

『
十
訓
抄
』
は
「
行
成
は
道
風
が
跡
を
継
い
で
、
め
で
た
き
能
書
な
り
け
り
」
で
話
が

始
ま
り
、
行
成
の
筆
跡
が
あ
ま
り
に
も
素
晴
ら
し
い
の
で
、
彼
の
扇
が
天
皇
の
お
気
に
入

り
と
な
っ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。『
古
今
著
聞
集
』
も
同
様
に
、
能
書
の
部
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
贅
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
行
成
を
描
く
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
筆
跡
の
素
晴

ら
し
さ
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
大
鏡
』
で
は
能
筆
家
で
あ
る
行
成
の
姿
は
影

を
ひ
そ
め
、
扇
を
「
表
の
方
に
は
、
楽
府
を
、
う
る
は
し
く
真
に
書
き
、
裏
に
は
、
御
筆

と
ど
め
て
草
に
め
で
た
く
書
き
て
」
と
い
っ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
た
め
、
天
皇
は
「
打
ち

返
し
打
ち
返
し
御
覧
じ
て
御
手
箱
に
入
れ
さ
せ
た
ま
う
」
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
贅
を
尽
く
し
た
も
の
を
作
る
人
々
の
中
で
行
成
は
独
楽
に
斑
濃
の
紐
を
つ
け
て
献
上

し
た
と
い
う
話
と
同
様
、
行
成
の
着
想
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

④
い
み
じ
き
秀
句
の
た
ま
へ
る
人
な
り
。
こ
の
高
陽
院
殿
に
て
競
馬
あ
る
日
、
鼓
は
、

讃
岐
前
司
明
理
ぞ
打
ち
た
ま
ひ
し
。
～
中
略
～
勝
つ
べ
き
方
の
鼓
を
悪
し
う
打
ち
下

げ
て
、
負
け
に
な
り
に
け
れ
ば
、
そ
の
随
身
の
、
や
が
て
馬
の
上
に
て
、
な
い
腹
を

立
ち
て
、
見
返
る
ま
ま
に
、『
あ
な
災
ひ
や
。
か
ば
か
り
の
事
を
だ
に
、
し
損
ひ
た
ま

ふ
よ
。
斯
か
れ
ば
、「
明
理
・
行
成
」
と
一
双
に
言
は
れ
た
ま
ひ
し
か
ど
も
、
一
の
大

納
言
に
て
、
い
と
や
む
ご
と
な
く
て
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
に
、
腐
り
た
る
讃
岐
前
司

古
受
領
の
、
鼓
打
ち
み
打
ち
損
ひ
て
、
立
ち
た
う
び
た
る
ぞ
か
し
』
と
放
言
し
た
い

ま
つ
り
け
る
を
、
大
納
言
殿
聞
か
せ
た
ま
ひ
て
、『
明
理
の
濫
行
に
、
行
成
が
醜
名
呼

ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
い
と
辛
い
事
な
り
』
と
て
、
笑
は
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
人
々
、

『
い
み
じ
う
の
た
ま
は
せ
た
り
』
と
て
、
興
じ
奉
り
て
、
そ
の
こ
ろ
の
言
ひ
事
に
こ

そ
し
侍
し
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
伊
尹
伝
〉  

 

高
陽
院
殿
で
競
馬
の
際
に
、
讃
岐
前
司
明
理
が
勝
敗
の
合
図
の
太
鼓
を
間
違
っ
て
打
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
勝
つ
べ
き
は
す
だ
っ
た
方
は
負
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
騎
手
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が
「
一
時
は
『
明
理
・
行
成
』
と
並
び
称
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
だ
か
ら
行
成
殿

は
大
納
言
に
な
っ
て
い
る
の
に
明
理
殿
は
し
が
な
い
受
領
な
の
だ
」
と
罵
っ
た
と
こ
ろ
、

行
成
は
「
明
理
の
失
策
を
言
う
の
に
、
行
成
の
つ
ま
ら
な
い
名
を
呼
ぶ
必
要
は
あ
る
ま
い
」

と
言
い
、
人
々
は
面
白
く
思
っ
た
と
い
う
逸
話
が
『
大
鏡
』〈
伊
尹
伝
〉
に
あ
る
。 

 
   

高
陽
院
殿
で
の
競
馬
は
『
日
本
紀
略
』『
小
右
記
』
に
よ
る
と
万
寿
元(

一
〇
二
四)

年
九

月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

十
九
日
甲
辰
。
天
皇
行
幸
関
白
左
大
臣
高
陽
院
。
馬
場
殿
有
競
馬
事
。 

〈『
日
本
紀
略
』 

後
一
條 

万
寿
元
年
九
月
十
九
日
条
〉 

 

高
陽
院
行
幸
競
馬
事
儀 

十
九
日
、
甲
辰 

 
 
 
 
 
 
 
 

〈『
小
右
記
』 

万
寿
元
年
九
月
十
九
日
条
〉 

『
栄
花
物
語
』〈
巻
第
二
十
三 
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
〉
に
は
、 

同
じ
月
の
十
九
日
、
駒
競
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
日
ご
ろ
だ
に
あ
り
つ
る
を
、
今
日
は
と

り
わ
き
め
で
た
し
。
～
中
略
～
競
馬
十
八
番
な
り
。
な
ま
よ
ろ
し
き
を
り
の
だ
に
、

乗
人
も
馬
も
い
み
じ
う
い
ど
み
て
と
み
に
や
は
出
づ
る
、
馬
の
心
地
も
、
い
と
い
み

じ
う
世
に
め
で
た
し
と
思
ひ
て
、
と
も
す
れ
ば
出
で
て
は
ひ
き
入
り
ひ
き
入
り
す
る

ほ
ど
、
い
と
い
み
じ
う
心
も
と
な
く
見
え
た
り
。
さ
て
の
み
あ
る
ほ
ど
も
久
し
け
れ

ば
、
「
や
や
」
と
た
び
た
び
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
出
で
初
め
て
、
た
び
た
び
に
な
り
て
、

左
右
か
た
み
に
勝
負
す
る
ほ
ど
の
乱
声
の
音
も
は
し
た
げ
な
る
ま
で
を
か
し
。
勝
負

の
乗
人
の
被
け
物
の
ほ
ど
な
ど
、
方
わ
き
い
ど
み
た
り
。 

と
、
こ
の
競
馬
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
大
鏡
』
〈
伊
尹
伝
〉
の
「
明
理
の
濫
行
に
、
行
成
が
醜
名
呼
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
」
と

い
う
行
成
の
秀
句
に
つ
い
て
、
松
村
博
司
氏[

注
５]

は 

『
江
次
第
』（
臨
時
競
馬
事
の
条
）
に
、 

故
長
経
朝
臣
打
競
馬
鼓
、
頗
有
偏
頗
。
是
国
負
畢
。
是
国
来
鼓
下
、
放
言
長
経
曰
、

君
心
操
如
此
、
仍
不
被
昇
進
也
、
明
理
・
行
成
者
、
当
初
殿
上
一
双
也
、
一
人
者
、

大
納
言
在
殿
上
、
一
人
者
、
在
地
下
打
鼓
。
有
人
曰
、
何
依
罵
長
経
、
喚
公
卿
名
哉
。 

と
あ
る
が
、
二
、
三
同
じ
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
所
か
ら
見
て
、
種
は
同
じ
で
あ
ろ

う
。
恐
ら
く
大
鏡
は
行
成
の
秀
句
を
お
も
し
ろ
く
す
る
た
め
に
、
長
経
を
明
理
に
変

更
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
大
鏡
』
作
者
は
行
成
の
機
知
に
富
ん
だ
様
子
を
強
調
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

  

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
行
成
は
、
運
が
良
く
、
和
歌
は
不
得
意
で
あ
る
が
、
着
想
が

豊
か
で
機
知
に
富
ん
で
い
る
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
和
歌
を
嗜
み
、
書
に
秀

で
た
行
成
の
姿
は
な
く
、
処
世
上
の
才
覚
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
意
図

的
に
描
き
分
け
て
い
る
『
大
鏡
』
作
者
の
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

   

［
注
］ 

１ 

拙
稿
「『
大
鏡
』
の
学
芸
人 

―
そ
の
描
写
方
法
― 

〔
一
〕
藤
原
良
房
」 

（『
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
五
十
三
号 

二
〇
一
八
年
一
月
） 

拙
稿
「『
大
鏡
』
の
学
芸
人 

―
そ
の
描
写
方
法
― 

〔
二
〕
藤
原
実
頼
」 

（『
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
五
十
五
号 

二
〇
二
〇
年
十
一
月
） 

 

２ 

黒
板
伸
夫 

『
藤
原
行
成
』 

(

吉
川
弘
文
館 

一
九
九
四
年
三
月)

を
も
と
に
作
成
。 

３ 

斉
信
の
和
歌
は
、
勅
撰
集
に
は
『
後
拾
遺
集
』
〈
一
一
三
〉
・
『
千
載
集
』
〈
九
一
二
、

九
六
〇
〉
・
『
新
古
今
集
』
〈
一
九
二
八
〉
・ 

『
新
拾
遺
集
』
〈
二
〇
、
五
四
二
〉
の
全

六
首
入
集
。 

４ 

北
村
章 

「
藤
原
行
成
「
和
歌
の
方
や
す
こ
し
後
れ
た
ま
」
ひ
し
考
」 

(

『
日
本
文
学
論
集
』 

第
一
号 

一
九
七
七
年
二
月)

 

５ 

松
村
博
司 

『
大
鏡
』 

(

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系)

 

四
六
二
頁
・
補
注
四
九
。 

  

 

※
原
文
引
用
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。 

・『
大
鏡
』
…
「
日
本
古
典
集
成
」
（
新
潮
社
） 

 
 

・『
栄
花
物
語
』『
枕
草
子
』『
十
訓
抄
』
…
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
小
学
館
） 

・『
古
今
和
歌
集
』『
後
拾
遺
和
歌
集
』 

…
「
新
編
国
歌
大
観
」（
角
川
書
店
） 

 

〔
本
稿
中
に
記
し
て
い
る
和
歌
番
号
は
全
て
「
新
編
国
歌
大
観
」
番
号
と
す
る
。〕 

・『
撰
集
抄
』
…
「
岩
波
文
庫
」（
岩
波
書
店
） 

・『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』
…
「
大
日
本
古
記
録
」（
岩
波
書
店
） 

 
・『
権
記
』
…
「
史
料
纂
集
」（
続
群
書
類
従
完
成
会
） 

・『
日
本
紀
略
』
…
「
新
訂
増
補 

国
史
大
系
」（
吉
川
弘
文
館
） 
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※
人
物
略
歴
に
つ
い
て
は
、
「
国
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
）
・「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」

（
岩
波
書
店
）・「
平
安
時
代
史
事
典
」（
角
川
書
店
）・「
史
料
綜
覧
」（
東
京
大
学
出
版
会
）

を
参
照
。

(
2
02
2.

9.
30

受
付) 




